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　伊賀市議会議長　様

　して欲しい。

・当地区は今後、一気に高齢化が進み、交通・生活支援の問題が深刻かつ大き

　くなる。名張市のように交通・生活支援の取り組みが地域で行えるよう、条

報 告 者

主 な 意 見
・

提 言 等

　平成２６年　２月　４日

15

出 席 議 員
司 会 者

記 録 者

報　　告　　書
　平成２６年１月２５日（土）　１９時００分 ～ ２１時００分
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名

・公共下水道になることが決まっているが、10年待っても進展がない。議会と

　してどのように考えているのか。現在のコミュニティプラント施設を市に移

　管することが、一番合理的だと考える。平成27年度の計画に入るよう、支援

　例化して欲しい。

・地区市民センターの自治センター化の目的は、地方交付税が減り社会保障費

　の支出が増えるのでなるべく予算を使いたくないからだと考えるが、議会は

　どのように考えているか。

・

・

・

・

　　　　議会報告会実施要綱第１０条第１項の規定により提出します。

　　　　平成２５年度議会報告会２班

　　　　　　代表者　　前田　孝也
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平成２６年１月２５日（土）

　桐ヶ丘地区住民自治協議会

庁舎整備
について

主な意見
・

提言等

・一番交通が混むところに庁舎があることは問題である。

・新しい場所に庁舎を建てるということが、前市政では封じられていたことに

　違和感を感じた。

・合併した他の自治体では、まず交通計画を組み立て、そのうえで公共施設を

　どうするか考えているが、伊賀市はそうなっていない。

・四十九町に移転したら、新しい交通体系ができるのではないか。

・現庁舎は利用しにくく、わかりにくい。

・

医療の充実
について

主な意見
・

提言等

・

・

・

・

・

・

・

・

観光の推進
について

主な意見
・

提言等

・観光地にするなら夜も楽しめるお店が必要であり、それに合ったお店に変え

　なければならない。

・現庁舎を保存するなら、地域全体を風致地区にする条例をつくって残すべき

　である。

・庁舎と観光の風致地区は共存できるのか。

・

・

・


